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景に先進国を中心としたデジタル化が世界中に波及しつつある。学術雑誌の価格の高騰化や学術交流の商業出版社への依存傾向を背景にして、研究機関が学術資源へ 自由で制約のないオープンアクセスを目指し、自らの知的生産物をウェブで発信する動きが出てきた。世界的な活動として、二〇〇一年一二月にハンガリーのブダペストでオープンアクセスに関する会議が行われ、 「ブダペスト・オープンアクセス・イニシアティ 」 （ＢＯＡＩ）が表明されている。研究者自身が所属機関のウェブアカイブで論文を公開するセルフアーカイビングや無料で講読できる学術雑誌（オープンアクセスジャーナル）を創刊することが具体的な方法として挙げられている（参考文献①） 。二〇〇三年六月には「ベセスダ宣言」 、一〇月には「ベルリン宣言 相次いで採択され、オープンアクセスの概念はより詳細で明確に ってきている（参考文献②、③） 。また、一 月には途上国
含む国際的な図書館組織、ＩＦＬＡが「学術研究文献へのオープンアクセスに関する声明」を採択し、オープンアクセス運動を支持する姿勢を示している（参考文献④） 。他にも多くの国際的組織がオープンアクセスの必要性を指摘し、実現に向けて方針を打ち出している。
　各研究機関が発表してきた学術論文、単
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